
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   
 

 

 

 

  

 

 

 

くらき永田保育園便り
 

先月の全体懇談会には想定した以上に大勢の保護者の皆さんに参加していただき本当にありが

とうございました。全国には 2万以上の保育園がありますが、これだけ保育に興味関心をもって

くれる家庭の多い保育園であることは園長の自慢でもあります。さらに、アンケートのご協力に

も感謝しています。保護者の皆さんから保育に向けられた励ましやねぎらいの言葉の数々が職員

の保育へのエネルギーに繋がっています。 

さて、懇談会でもお話ししましたが今年度は、「こどもまんなか」を追求していきたいと思いま

す。早速、明日行われる「こどもの日」の行事にも子どもたちが参加参画してくれています。玄

関ホールに飾られた葉っぱのこいのぼりがかくれんぼしていたり、色あせたこいのぼりが再生さ

れたりといった小さな変化が起こっています。こどもと一緒に生活を作り上げるスタンスを続け

ることで「何か」が変わってくるような気がしています。 

 

≪インスタグラム始めました！≫ 

 

保育園の様子を伝えるためにインスタグラムを始めました。保育園に入所していない子育て世

帯に向けての情報提供やイベントの案内などを目的としていますが、子どもたちの表現活動（作

品）や子どもたちが見つけた面白いもの等も発信していきたいと思います。広報係の励みにもな

りますのでフォローと❤よろしくお願いします。 

 

≪お願いがたくさんあります。≫ 

 

① 各家庭の保育要件を決定するために現況届により保育必要量を確認することになります。提

出がない場合は保育の必要性が確認できず給付認定が取り消されることもありますので５月

１３日までに事務所まで提出お願いします。ご不明な点がありましたら区役所、または事務

所にご相談ください。 

② 懇談会の時にもお話ししましたが５月１９日（金）午前中に園庭の遊具の塗装や園庭改造を

行いますのでパパ・ママ問わず、お手伝いの方を募集しています。園庭の遊具がきれいになる

ことで子どもたちが遊具を使って遊ぼうという気持ちが高まるのはもちろんですが、楽しそ

うに大人がペンキを塗ったり、大工仕事をする姿を子どもたちに見てもらうことこそ教育効

果は高いと思っています。難しい技術などはいりませんので奮ってご参加ください。 

③ また、別件ですが今年度も玄関ホールなどでカイコの飼育を行います。桑の葉をバリバリ食

べるカイコの姿は乳児さんも真剣に観察する姿が見られ、貴重な学びの機会となっています。

しかし、今年も「桑の葉」不足という食糧問題が起こることが予想されますので、桑の葉が入

手できるルートなど教えていただけるとありがたいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各クラスの子どもと大人のズレをお伝えします！ 

にこにこ 

よちよち 

入園して１か月が経ちました。初めは、お母さんお父さんと離れることに不安を感じ

て泣いていましたが、今では保育園に慣れてきて、室内やウッドデッキを探索したり興

味がある玩具などに手を伸ばし、舐めたり触ったりして笑顔も見せ楽しむ姿が増えまし

た。その中で、一人ひとりお腹が空く時間や眠い時間が違う為“今、泣いている理由は

何だろう”と考える中日々です。 

ある日、室内で泣いている子に対し、眠いのかなと保育士が判断し布団に行くと嬉し

そうに笑いながら起き上がる場面がありました。「眠くなさそうだね。遊びたかったの

ね？」と声を掛けると喜んでいました。子どもにとってはお部屋から出て遊びたかった

のでしょうね。その後、室内に戻っても元気に遊び始めていました。 

 今はまだ生活リズムが違うに子ども達ですが、一人ひとりサインを見て気持ちに寄り

添った保育をしていきたいと思います。 

 

子どもたちが行動しようとしたことに対して、つい大人がこれから起こることは大人にと

ってやめて欲しいことだと勘違いしてしまう場面があります。しかし、子どもの行動を最

後まで見守ってみると、大人の予想とは大違いで、むしろ大人にとってもありがたいと思

うことがたくさんあります！ 

例えば、お外へ行くとき、保育士がこれから出る子を誘っていると、すでに保育士の側に

いた子どもがどこかへ行ってしまいました。「どこ行くの～」と思わず引き留めてしまい

そうになりましたが、様子を見ていると一緒に行くお友だちの前に行って“行こう”と手

招きをする姿がありました！ 

また、お外へ行く準備が先に終わった子どもがどこかへ行ってしまったと思いきや、保育

士が持っていく荷物に気づき、そのままテラスまで運んでくれたこともありました。 

このように、子どもたちの行動には素敵なものがたくさんあります。だからこそ、すぐに

止めるのではなく、どうするのかな？と見守ることが大事だと改めて感じました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

すくすく 

 パズル（特に乗り物系）に興味を持ってくれた子どもたち。挑戦するうちにピースが多

くても完成させる子が増えてきました。「できな～い」「いっしょに～」と友だちと協力し

たり、枠を逆にする、ピースを裏返しでも完成させる強者まで！！その反面、パズルを床

にバラバラにする子もいて、思わず「バラバラにしないで片付けようね」と声を掛けてし

まったのですが、逆効果で更にバラバラに…。そんな時、乗り物が好きな子が多いことを

思い出し「ゴミ収集車さん」「ショベルカーさん」「クレーン車さん」「集まれして～」と伝

えると、「は～い」と散らばったピースを集めてくれる姿がありました。バラバラが楽しく

てお片付けが少しネックになっている時も、子どもたちの“楽しい”と思える行為に声を

添えるとお互いが楽しめるなと改めて感じました。 

 

異年齢クラスでは、今、素材「紙」を使って楽しんでいます。そして「子どもの日」

に向けて、毎日折り紙や画用紙を使って鯉のぼりを作りました。鯉のぼりを完成させる

と部屋を走り始めた子どもたち！ 私たちは「お部屋の中を走ると危ないよ」と声を掛

けると、子どもたちは「もっと高く泳がしてあげたいんだよ」と言いさらに走り出しま

した。 

自分たちで作った鯉のぼりも園庭の鯉のぼりのように元気に泳がせたかったのだと気

づきました。子どもが見ている世界とそれを表現して心やカラダが動く！それは部屋の

ルールや時間に関係なく湧きあっがったその瞬間のものなんだと感じました。子どもた

ちは、思い思いに作った鯉のぼりをもって園庭を走り元気いっぱい泳がせることを楽し

みました。また、折り紙や画用紙でたくさんの鯉のぼりを作ったいきいき組の子どもた

ちは、作ることが楽しく、おうちにもって帰ってお父さんやお母さんに見せたいのかな？

と思っていましたが、子どもの想いは、部屋の至るところに鯉のぼりを飾っていただけ

ではなく、鯉のぼりをいろいろな場所に隠して『鯉のぼりのかくれんぼ遊び』が始まり

ました。どこに隠れているのか皆さんも探してみてください。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

異年齢 

給食室 

事務所より 

新年度が始まり、新しいクラスでの生活が本格的にスタートしましたね！ 

毎朝、給食室には異年齢クラスのお当番さんが、【今日の給食】を聞きにきます。 

元気な顔と大きな声の「おはようございます！！」に、毎日元気をもらっている給食室です！ 

お当番活動で、【今日の給食】を給食職員と一緒に言ったり、食材クイズをしたりするので

すが、みんなとても積極的で、色々なお話をしてくれます。 

「きょうのあさ、いちごたべてきたよー」とか「あー、それ、きのうのよるもおうちでたべ

たー！」とか、「うちのおかあさんもそれつくってくれるよ！」とか・・ 

ヒートアップして、話が脱線していく事もありますが・・お家での様子や、好き・嫌いなど、

たくさんお話をしてくれて、子どもたちと直接関われることが少ない私たちにとって、とても

貴重で楽しい時間です。 

今年度始まって、まだ間もないのですが、今年はよく食べる子が多いように感じています。 

人気のあるメニューだけでなく、普段、子どもたちにあまり好まれないようなメニューでも、

おかわりをする子がけっこういて、例年のこの時期と比べ、残食も少ないように感じます。 

食べる楽しみを感じ、食べる意欲が高まるような給食づくりと、食への興味・関心を持って

もらえるような関わりをしていきたいと思います。 

給食室一同、今年度もよろしくお願いいたします！ 

新年度を迎え 1ヶ月、新入園児の保護者のみなさん保育園生活は慣れましたか。 

事務所から朝の送迎をみていると、自分自身の娘の保育園送迎のことを思い出します。特に朝

の送りの際に娘が大泣きしてしまい、保育園に預けることがとても大変でした。みなさんもそ

うだと思いますが、朝は時間との戦いでどうしても自分自身があせってしまい、余裕をもって

接することが出来ずにいました。「パパお仕事行けないよ！」ときつめに言ってしまったこと

もありました。 

 今日も保育園に預けるの憂鬱だなと思ったある日、娘から「パパタッチ、早く帰ってきて

ね」と手をパチンと叩きながら、クラスの輪の中に入っていきました。今まであんなに泣いて

いたのにいったい何だったんだと思いながら、その後は一度も泣かずに元気に登園することが

出来ています。 

タッチすることで自分自身の中でうまく切り替えができるようになったのかなと思います。 

 朝の送迎でお父さん、お母さんと離れるのが嫌で泣いているお子さんを見かけますが、その

後はうそのように楽しく元気に遊んでいる姿をみると、みんなそれぞれ切り替えスイッチが 

備わっているんでしょうね。 

 現在、娘は年長さん。迎えの時に「お迎え早すぎ、もう少し遅くきて」と怒られています。 

加藤 力三 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今月の行事 

 ３日（水）  憲法記念日 

４日（木）  みどりの日 

５日（金）  こどもの日 

１３日（土）  布団乾燥 

１８日 (木)     久保先生わらべうた 

２４日 (水)     内科健診① 

３０日 (火)     公園苗植え（いきいき） 

３１日 (水)   梅もぎ（わくわく、いきいき） 


